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【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

グァララペス日伯文化協会

2）配属機関名（日本語）

グァララペス日伯文化協会
日系社会

3）任地（ サンパウロ州グァララペス市 ） JICA事務所の所在地（ サンパウロ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 6.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

グァララペス日伯文化協会は1957年に設立され、日本語学校の運営や地域日系人の親睦、文化支援などを行っている日
系団体である。会員数は184家族で多くは日系家族である。テニス、卓球、ゲートボールなどのスポーツも盛んに行わ
れており、主な行事としては、新年会、ビンゴ大会、敬老会、カラオケ大会、盆踊りなどである。宮城県名取市と姉妹
都市提携しており、毎年手紙のやり取りや記念植樹など活発な交流が行われている。事業年間予算は約1万米ドル。これ
まで、3名の日系日本語学校教師日系社会青年ボランティア(NJV)、1名の野球NJVを受け入れた実績がある。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同協会では日本への出稼ぎブームによる若者の流出により、野球部が自然消滅した時期があったが、近年日本から戻っ
てきた日系人らにより野球部が再結成され、初心者の子供たちへ野球の基礎を指導する為、前任NJVが初代野球NJVと
して派遣された。技術指導の他に、各カテゴリーにおける選手が不足しているという課題もあり、協会は前任NJVと共
に市内の公立学校と提携し選手勧誘を行うというプロジェクトを開始し、成果を出しつつある。今回、子供たちへの基
礎技術指導・選手勧誘プロジェクトを継続して実施する為、後任NJVの要請あった。子供たちの健全な育成の為の礼儀・
躾に係る指導も求められている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 子供たち(5-16歳)への野球の指導(毎週月-土曜日)
2. 協会の野球部が存続してゆく為のチーム作り(選手勧誘)や環境整備への協力
3. 各カテゴリーのチームの試合・大会への引率(日曜日・祝日に実施する事も有)
4. 現地指導者への指導法に関する助言

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

グランド1面(400名収容スタンド、バックネット、ベンチ有)、バッド、グローブ、ボール等

4）配属先同僚及び活動対象者

会長(男性、60代)
野球部担当者(日系人男性、40代)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/NJ30918A03_1.jpg?t=1523366699
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/NJ30918A03_2.jpg?t=1523366699
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/NJ30918A03_3.jpg?t=1523366700


指導者:2名(日系人男性 、40代)
指導対象者:初心者50名(5-17歳)
練習は各カテゴリー別(7-8歳、9-10歳、11-12歳、13-14歳、15-16歳)に実施。

5）活動使用言語

ポルトガル語

6）生活使用言語

ポルトガル語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（競技経験）5年以上　備考：指導者への支援が
必要なため

[参考情報]：

　・野球指導者資格があるとよい

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（5～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
住居は配属先機関の一室となる予定
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